








要約 

(1)10 代分娩の児の予後追求 

群馬県における 3 才児健診時の調査では,10 代産婦が,むしろ母乳で育てる率が高く,日中

の養育をしており,児の発育,健康状態も,う歯を除き良好であるという,明るい結果が得ら

れている。これに対し青森県の個別フォローでは,結婚できたものは 17 例中 5例にすぎず,

これらは,本人と夫が児を養育しているが,他のものは,施設や養子に出すものが圧倒的に

多い。このように母児が離別しない場合でも,養育の負担が,学業や職業の継続に負担とな

り,若い母親のその後の生活設計がみじめなものとなっていることが,うかがわれた。 

これらは地域的な差もあり,3 才健診受診者は恵まれた群であることも考えられるので,現

状の一端を示すものにすぎないと思われる。次年度は更に調査を広げる予定であるが,公的

機関による調査をまたなければ解明できない点も少くない。 

(2)10 代分娩の産科異 

今回,相当の努力をして例数を集めたつもりであったが,17 才以下の分娩数は満足すべき

ものでなかった。分娩所要時間が,若年者,未婚者でむしろ短かくなる,反面出血量は未婚者

でやゝ増加するといった傾向があるが,全体としては,若年者でも分娩経過は正常なものが

多いという印象である。 


